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概要

本研究では，被援助志向性に影響を及ぼす感情的側面として心理的負債感を仮定し，心

理的負債感を感じやすい者ほど他者に対する援助要請への志向性が低いという仮説を検証

した。大学生・大学院生92名を対象に質問車馬周査を行った結果，被援助志向性と心理的負

債感の問には統計的に有意な相関がみられず，仮説は支持されなかった。この結果は，被

援助志向性と心理的負債感がそれぞれ独立して援助要請行動に影響を及ぼしている可能性

を示唆している。今後は，被援助志向性および心理的負債感が援助要請行動に及ぼす影響

について検証を重ねる必要がある。
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問題と目的

深刻な心理的問題を抱える人が実際に専門的な援助を求める割合は，必ずしも高くない

ことが各国で報告されている（e.g.,Andrews, Issakidis, & Carter, 2001）。日本においても，

専門医による診断や治療も受けずに自殺へと至る大学生が多く存在すること，そのうち大

学内の保健管理センターが関与できたケースは 20%程度しかないことが明らかになって

いる（内田，2011）。他者に相談しない，あるいは相談できないことが，精神疾患や自殺につ

ながる可能性があると言える。平成 22年度に日本学生支援機構が行った全国の高等教育

機関における学生支援取組状況に関する調査によれば， 9割以上の大学が「悩みを抱えて

いながら相談に来ない学生への対応」を必要性の高い課題であると回答している（小島，

2011）。必要な援助を求めることの促進は重要な課題であると考えられる。

他者に対して援助要請をするかどうかの認知的枠組みがゆ支援助志向性J(help-seeking 

preference）としづ概念である。水野・石隈（1999）は，被援助志向性を「個人が情緒的・行

動的問題および現実生活における中心的な問題で，カウンセリングやメンタルヘルス・サ

ービスの専門家，教師などの職業的な援助者，および、友人・家族などのインフォーマルな

援助者に援助を求めるかどうかについての認知的枠組みJと定義している。この被援助志
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向性を高めることが援助要請行動につながり，必要な援助の獲得につながると考えられる。

水野・石隈（1999）は，米国における樹麦助志向性および被援助行動の研究を分類し， 1)

デモグラフィック要因との関連， 2）ネットワーク変数との関連， 3）パーソナリティ変数と

の関連，4）個人が抱えている問題の深刻さや症状との関連の4領域に集約している。また，

被援助志向性，被援助行動とパーソナリティ変数の関連を調べた論文をみると， 1）自尊心，

2）帰属スタイル， 3）自己開示との関連が主に研究されていることがわかる。自尊心の低さ

が援助を求めやすいことと関連することは社会心理学の研究者によって指摘され（Fischer,

Nadler, & Witcher-Alagna, 1982），カウンセリングなどの援助場面においても同じ傾向が

確認されている。

このように，被援助志向性と関連する変数は数多く確認されており，中でも自尊感情を

はじめとする感情的側面との関連が注目されている。また，田村・石隈（2001）が作成した

「被援助志向性J尺度は，「援助の欲求ιと態度Jと「援助関係に対する抵抗感の低さJの2

因子からなり，個人の感情的側面との関連が深いと考えられる。

本研究では，被援助志向性に影響する感情的側面として「心理的負債感」を仮定した。

心理的負債とは，「援助者に何らかのかたちで返報しなければならないという義務のある

状態」で、ある（Greenberg,1980）。つまり，心理的負債感という感情は，援助者との関係性

の中で生まれるものであり，援助要請者と援助者の相互作用に着目した概念であると言え

る。日本人は，援助者にコストをかけたことに心理的負債感を抱く傾向があり，援助者が

援助要請に応じて時間や労力を割くことに対し申し訳なさを感じる（一言・新谷・松見，

2008）。したがって；心理的負債感が被援助志向性の抑制要因のーっとなっている可能性が

考えられる。つまり，援助を必要としているにもかかわらず，「申し訳ないJという心理的

負債感から被援助志向性が低くなっている者が存在すると考えられる。

心理的負債感に着目する利点のひとつとして，変容可能性の高さが挙げられる。相川・

吉森（1995）は，心理的負債感は人格的特性であるとしながらも，学習によって緩やかに変

化しうると述べている。援助要請に関するこれまでの先行研究で取り上げられてきた個人

内要因（自己開示への抵抗惑や自尊心など）には，変容困難なものが多かった。実際，これま

で数多くの研究がなされているにもかかわらず，援助要請行動を促すための方法や対策に

ついては，未だ手探りの段階である。その点，心理的負債感は変化しうるとしづ特徴を持

っているため，援助要請行動の抑制因として心理的負債感の影響が実証されれば，援助要

請行動を促すための働きかけにも結び付く結果となるだろう。

そこで本研究では，心理的負債感の感じやすさに着目し，被援助志向性とどのような関

連があるかを明らかにする。心理的負債の感じやすさには個人差があり，同じ被援助状況

でも，心理的負債を強く感じる者もいれば，ほとんど感じない者もいる（Greenberg& 

Westcott, 1983）。したがって，そのような心理的負債の感じやすさの要因が援助要請行動

の抑制・促進に及ぼす影響を探る。そして，心理的負債感を感じやすい者ほど他者に対す
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る援助要請への志向性が低いという仮説を検証する。

方法

調査対象者

甲信越地方の4年制大学に所属する大学生および大学院生96名（男性24名，女性71名，

不明 1名）を対象に，授業時間中に質問紙調査を実施した。

測定材料

本調査の質問紙の構成は以下の通りである。

被援助志向性被援助志向性の指標として「被援助志向性尺度J（田村・石隈，2001）を使

用した。被援助志向性尺度は， 11項目から構成される自記式質問紙尺度であり，回答形式

は「当てはまる： 5」から「当てはまらなし、： 1」までの5件法である。この尺度は，「援助

の欲求と態度」，「援助関係に対する抵抗感の低さ」の2つの因子から構成されている。第

1因子は，「困っていることを解決するために，他者からの助言や援助が欲ししリ「自分が

困っているときには，話を聞いてくれる人が欲ししリなど，危機に際しての援助の欲求や

援助を求めることに対する基本的な考え方や態度に関わる内容であり，第2因子は「自分

は，人に相談したり援助を求める時，いつも心苦しさを感じる（逆転項目）J「他人から助言

や援助を受けることに，抵抗がある（逆転項目）Jなど，援助関係に対する抵抗感や否定的感

情を表す内容である。

心理的負債感心的負債感の指標として「心理的負債感尺度IS-18」（相川・吉森，1995)

を使用した。「心理的負債感尺度IS-18」は， 18項目から構成される自記式質問紙尺度であ

り，回答形式は「どちらとも言えなしリという中間点を除いて，「全くあてはまらなしリ「ほ

とんどあてはまらなしリ「あまりあてはまらなしリ「ややあてはまる」「かなりあてはまる」

「非常によくあてはまる」の6件法である。

倫理的配慮

質問紙の表紙には，調査の内容と目的，回答は任意であること，協力しないことによる

不利益は一切ないこと，データは匿名化されて統計的に処理されることが明記された。調

査実施に際して，研究倫理委員会による審査は行われなかったものの，日本心理学会倫理

規定における「倫理委員会等の承認」を除くすべての項目に従って慎重に調査が実施され

た。

結果

回答に不備があったものを除き， 92名（男性 23名，女性 69名）のデータを分析に用い

た。平均年齢は21.2歳（SD=l.27）で、あった。被援助志向性得点の平均は38.85点（SD=6.42),

心理的負債感得点の平均は 72.17点（SD=8.48）で、あった。相関分析を行った結果，被援助

志向性得点と心理的負債感得京の聞には，有意な相関関係はみられなかった（r=-.15,n.s.）。
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図1が示すように，広い範囲にほぼ均等にデータが散らばっており，心理的負債感が高く

被援助志向性が低い者も一定数存在する。

3.00 .. 

・－ ． ． ． 
(n=21, 22.8%) ． (n=17, 18.5%) 

A ．． 
． B 1~~ 
－ ． ’し、

理 .・.i・
的・• ~ I · ・3・．・l ・・
官ヨ ・ ・1 ・
/;i. ' ………「一一喝令全一－.i-.-00.十3…γ 守 “－ 1 1 

憲 一3.00 -2.00. ：州J・Q－~砂.：叫．・！－00 3.00 

卜、J ・・ ・l ， 得 t ’

占
． 

・t D ． 
2.00 

(n=25, 27.2%) • (n=29, 31.5%) ． 
-3.00 

被援助志向性Z得点

図1被援助志向性と心理的負債感の分布

以上のことから，心理的負債感と被援助志向性は相互に関連しているというよりも，そ

れぞれ独立した変数として援助要請行動に影響を及ぼしている可能性がある。そのように

二つを独立したものとして捉えると，両者のZスコアのO点を基準と して，4つに分類す

ることができる。つまり，心理的負債感の高／低と被援助志向性の高／低で 2×2の組み

合わせができ，図 1のA,B, C, Dのようになる。この4タイプのそれぞれの鞘教を以

下に示す。

Aタイプ：心理的負債感が高く，被援助志向性が低い

このタイプは，図1に示す分布の左上に位置し，「申し訳なしリ とし、う気持ちを感じやす

く，援助要請の欲求が低いタイプである。つまり，仮説で述べたように，心理的負債感が

高いために被援助志向性が抑制されている者と考えることができる。いわば，抑制型と言

える。

Bタイプ：心理的負債感が高く，被援助志向性も高い

このタイプは，図1に示す分布の右上に位置し，援助を求めたいという気持ちはあるが
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「申し訳なしリとしづ気持ちも感じやすいタイプである。援助を求めたいけれど遠慮して

しまったり，その結果実際に援助要請行動が抑制されたりする可能性もあると考えられる。

いわば，アンピバレント，葛藤型と言える。

Cタイプ：心理的負債感が低く，被援助志向性も低い

このタイプは，図1に示す分布の左下に位置し，「申し訳なし1」としづ気持ちを感じにく

いが，援助要請の欲求もあまりないタイプである。助けを求めようと思えばできるがしな

い，自立タイプと言えるだろう。

Dタイプ：心理的負債感が低〈，被援助志向性が高い

このタイプは，図1に示す分布の右下に位置し，「申し訳なしリとしづ気持ちを感じにく

く，援助要請の欲求が高いタイプである。援助がほしい時に鴎踏なく援助を求めることが

できる者と考えられる。うまく人に頼れるタイプ，または依存型と言える。

それぞれのタイプの人数と割合は， Aタイプ21名（22.8%),Bタイプ17名（18.5%),c 
タイプ25名（27.2%),Dタイプ29名（31.5%）で、あった。

考察

本研究では，被援助志向性に影響を及ぼす感情的側面として心理的負債感を仮定し，心

理的負債感を感じやすい者ほど他者に対する援助要請への志向性が低いという仮説のもと，

両者の関連を検証した。その結果，被援助志向性と心理的負債感の相関は低く，仮説は支

持されなかった。したがって，この二つはそれぞれ独立して援助要請行動に影響を及ぼし

ている可能性が高いと言える。そこで，被援助志向性と心理的負債感の分布をもとに研究

参加者を分類したところ，図2に示す4類型が得られた。

被援助志向性
じ、 イ底 － Eコ同］

E里

的 局 A：抑制型
B：アンビバレン卜，

負
葛藤型

債

感 イ底 C：自立型
D：うまく人に頼れるタイプ， 

または依存型

図2被援助志向性と心理的負債感の高低による4類型

本研究では，援助要請に関する認知と感情にのみ焦点を当てたため，実際の行動との関

連については明らかになっていない。実際に援助要請行動をする度合いやコーピング方略
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等を測定し，心理的負債感が援助要請行動にどのような影響を及ぼしているかを調査する

ことが今後の課題で、ある。
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